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は じ め に

顎口腔領域に生ずる嚢胞の発生頻度は,他領域

に比して極めて多く,臨床的にも重要な意義を有

している｡顎骨内に生ずる場合と,周囲軟組織に

生ずる場合,或いは,歯原性,非歯原性などと大

別されているが,何れの場合においても前者に頻

度が高く, なかでも,歯原性嚢胞が大部分を占め

ている事は, この領域に発生する嚢胞の特徴の1

つである｡ これら嚢胞の一般的な臨床的観察につ

いては,既に内外にかなり多くの報告があり,戟

々も本学附属病院口腔外科において坂扱った各種

嚢胞について下記のような臨床統計的観察を行な

って諸家の報告と比較検討してみた｡

検討資料について

新潟大学歯学部附属病院口腔外科において,昭

和43年 1月より同47年12月末 までの5年間に坂扱

った嚢胞311症例を検討資料とした｡ なお歯根嚢

胞の場合,小豆大程の例では,病理組織学的検討

もなされてなく, また臨床的診断も不確実なもの

が多い為,全て対象から除外し,大豆大以上のも

ので,Ⅹ線ならびに手術などの,臨床的所見,柄

理所見などを総合して正確に診断された症例を資

料とした｡

臨床統計的観察と成績

1. 分類と頻度

主として丸石川 ･秋吉 (1969)の記載に従って,

組織学的および臨床的に分類し,それぞれの頻度

を調査した｡結果を表 Ⅰに示した｡顎骨に生じた

嚢胞は271例で,全嚢胞の87.1%に相当し, これ

に比し口腔軟組織に生じた嚢胞は40例で約12.9%

と著しく少ない｡歯原性嚢胞は202例で,顎骨喪

胞のタi以上を占める74.5%であった.これらのう

ち歯根嚢胞は,162例, それらのうち乳歯根に生

じたもの1例で,約80･2%の高率を示し,顎骨嚢

胞271例の59.8%,嚢胞仝症例311例の約52.1%と

なり過半数を占めている｡更に,臨床的に根尖性

の場合が,142例で最も多く,次いで残留性,歯

周性の順に著しく少なくなっている｡液胞性歯嚢

胞は,歯根嚢胞の侵以下の頻度で39例であった｡

このうち34例が,含歯性の型で,1歯を有するも

の28例,2歯のもの6例,他の3例が,無歯性の

型で, これら37例は,何れも嚢胞を1個だけ有し

た例である｡ 叉,2-3個有した2例があり,何

れも下顎に生じた症例で,1例は1歯ずつ含んだ

3嚢胞,他の1例は,無歯性の2嚢胞 から成って
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表 Ⅰ 分 塀 別 頻 度

A 顎骨部に生じた嚢胞 271 症 例

1. 歯 原 性 202

1) 歯 根 嚢 胞

根 尖

板 側

残 留

性

性

性

2) 液 胞 性 歯嚢胞

含 歯 性

原 始 性

多 発 性

3) 石灰化歯原性嚢胞

2. 非 歯 原 性

1) 顕 裂 性 嚢 胞

正 中上 顎嚢胞

切 歯 管 嚢 胞

正 中下 顎嚢胞

鼻 歯 槽 嚢 胞

･球 状 上 顎嚢胞

2) 術後性演部嚢胞

3) 単 純 性 骨 嚢胞

4) 脈 癌 性骨 嚢胞

5) 弊 表 皮 嚢 胞

3. 不明な顎骨嚢胞

1) 上 顎

2) 下 顎

3

162

(142)

(3)

(17)

39

~ヽノ
)

)

4

3

2

1

3

(

(

/.＼

)

)

)

)

)

8

1

1

3

1

2

5

1

1

1

(

(

(

(

(

5

% 対 全 嚢 胞

87.1%

(64.9)

% 対顎骨嚢胞

74.5%

(59●8)

24.4%

%対歯原性顎嚢

80.2%

19.3%

%対非歯原性嚢胞

12.1%

83.3%

B 口腔軟組織に生じた嚢胞 40

1. 粘 液 嚢 胞 37

2. 炉 表 皮 嚢 胞 3

計 311 症例

いた｡ それらのほかに,稀なものとして,石灰化

歯原性嚢胞が1例であった｡次に,非歯原性嚢胞

は,109例, この約半数以上の66例が顎骨に生じ

たもので,顎骨嚢胞全体の約拓,歯原性嚢胞の約

をiとなっているo この中で,最も頻度の多いもの

は,術後性項部嚢胞であって,前記の液胞性歯嚢

胞よりやや多く55例となっている｡ このほか,か

なり頻度は少ないが,表 Ⅰに示した部位に生じた

顔裂性嚢胞8例と,外傷性,脈癌性,および類表

皮性の骨嚢胞が各 1例みられた｡ 口腔軟組織に生

じた40症例についてみると,その発生頻度は,顎

骨および軟組織の非歯原性嚢胞109例中の,約36･7

%であり,40症例中,粘液嚢胞は37例で92.5%を

占め,3例は,類表皮嚢胞であった｡

2. 年令と性別

各嚢胞群の性別には,表 Ⅰトbのように各症例

が少ない為に,時に有意的な差 はみられなかっ

た｡仝症例の年令構成は,6才の小児から83才の

高令者までとなっているが, 表 ⅠLaのように,
11才-60才の計276名,約88.7%で,やはり青壮

年および中年層も羊多い.性別では,表 lトbのよ
うに,男性172例,女性139例で,やや男性に多か

った｡各嚢胞群 における年令的関係は,表Ⅰトa
のように歯根嚢胞では,6才から83才までの各層
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図 1 年 今 別 発 現 度

表 Ⅰトa 年 令 別 表 Ⅰトb 性別

年 令 L0-10l11-20I21-30131-40t41-50151-60I61- ll 8 t ?

顎 骨 嚢 胞

歯
原
性
嚢
胞

歯 根 嚢 胞

源 胞 性 合歯性

歯嚢胞 無歯性

多発性

石灰化歯原性嚢胞

1

9

5

7

1

2

1

2 2

6

1

4 0

6

3 7

3

1

2 5

2

2 2

1

1 3

4

9

2

0

罪

歯

顔

性

秦

胞

顔 裂 性 嚢 胞

術 後 性 嚢 胞

単 純 性 骨 嚢 胞

脈 癖 性 骨 嚢 胞

棋 表 皮 嚢 胞

分 際 不 明 上顎

下顎

2

2

1

0

0

1

1

3

6

3

0

1

1

1

0

2

軟 組 織

..粘 液 嚢 胞

類 表 皮 嚢 胞

9 0

2

1

計 l 19 1 49 1 69 I 65
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のうち,21才から30才に最高を示しているが,21

才-50才をみると99人,約61.1%で,青壮中年層

が,本症例の過半数以上を占めている｡男性にや

や多い｡液胞性歯嚢胞は,6才～65才の39例で,

20才以下の若年層が19例で,約}iを占め,年令層
が高くなるにつれ,特に壮年以上は,かなり少な

くなっている｡男性 にやや多い｡顔裂性嚢胞で

は,21才-30才に5例と,過半数が青年層 であ

る｡女性に特に多い｡術後性頬部嚢胞では,31才

～40才が,22例で最も多く,40%を占めている

が,50才までの例を含めると,過半数以上 とな

る｡しかも20才以下にはなく,やや男性に多かっ

たO軟組織の症例では,粘液嚢胞悼,:-:JJ28才以下に

歯 根 嚢 胞 162例

液胞性歯嚢胞 39例

19例で過半数を占めている｡37症例中,ガマ腫は

13例で,特に女性に多く10例を占めている｡類表

皮嚢胞は3例とも女性であった｡

表 ⅠⅠⅠ 粘液嚢胞の発生部位

図 2 発 生 部 位
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歯 根 嚢 胞

液胞性歯嚢胞

術後性頬部襲胞

鮒7'iI''5-川Ⅰ悠

図 3 主 訴

3. 発生部位について

歯根嚢胞では,上顎119例,下顎43例で,上顎

は,下顎の3倍の発現頻度を示し,更に各歯別に

見てみると,図2の如く,上顎では側切歯 ･中切

歯 ･第 1大臼歯 ･犬歯 ･第 1･第2小 臼歯 ･第2

大臼歯の順で,特に側切歯 ･中切歯が多く,80.6

%を占めていた｡

また,下顎では,第1大臼歯が最も多く,36%

21

0-10年 11-2021-3031-4041-50

図 4 術後性癖部襲胞の受診までの期間

を占め,以下,中切歯 ･側切歯 ･第2小臼歯 ･第

1小臼歯 ･犬歯 ･第2大臼歯 の順 であった｡ な

お,残留嚢胞の発生部位としては,やはり,歯根

劉 白の発生部位に対応して,上顎前歯部が最も多

く,約半数を占めていた｡

滅胞性歯嚢胞では,上顎 :下顎の比が,2:1

で上顎に多く, なかでも,図ⅠⅠの如く, 前歯部

が圧倒的に多く,上顎仝例の83.3%を占め,しか

も正中過剰歯に起因するものが多く,全上顎前歯

部例の40%を占めた｡無歯性膿胞性歯劉 包は,上

顎 1例,下顎3例であった.術後性頼部嚢胞にお

いては,上顎洞蓄膿症の根治手術という既往歴と

の関係から,洞に近接 した部位に発症している

が,患部の左右別は,右54%,左46%で,殆んど

差は見られなかった｡蓄膿症根治手術後,当科を

受診するまでの期間は,図4に示した如く,11-

20年の例が,45%で,はば半数を占めている｡

初発症状は,図3のように,殆んどの症例が頼

眼簡下部あるいは,臼歯部の頬側歯肉部の腫脹 ･

疹痛であった｡褒胞と根尖との関係 については,

手術時,褒胞内露出を確認した例は,41例中に27

例,65.8%であった｡褒胸内への根尖露出歯とし

ては,第2小臼歯が最も多く,以下第 1･第2大

臼歯,第 1小臼歯の順で,他に,犬歯 ･側切歯 ･

智歯の例もあった｡上顎洞を中心に嚢胞の存在部

位をみると,洞底部にあったもの25例で,他は洞

の前壁,外頼側壁,後壁の各部に数例 づつ あっ
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た｡

34例は単房性,4例が2房性であった｡粘液嚢

胞の発生部位については,表 ⅠⅠⅠの如 く,下唇 ･

舌下 に生じたもの30例,舌尖下部の Blandin-

Nnhn氏嚢胞が3例,その他各 1例であった｡

4. 主訴について

図3は,主な嚢胞の主訴についての調査結果で

ある｡歯根嚢胞では,腫脹を主訴としたものが,

47.9%で約半数近くを占め,次いで自発痛 ･排膿

の順で,他は全く無症状で,歯科治療時,Ⅹ線像

により,はじめて発見されたものが7.7%あった｡

液胞性歯嚢胞でもまた,無痛性腫脹 象 主訴とした

ものが52%で最も多く,以下, 自発痛 ･圧痛 ･排

膿 ･歯科治療時のⅩ線像による偶然の発見等がこ

れに次いでいる｡術後性頼部嚢胞においては,図

3のように,頼眼窟下部の腫脹が最も多く,次い

で,同部の疹痛, 白歯部頬側歯肉部の腫脹が多か

った｡ その他の嚢胞についても,無痛性腫脹を主

訴とした例が,圧倒的多数を占めていた｡

5. 治療法について

全症例の約90%が,嚢胞の全易り出手術法により

処置された｡いわゆる開窓療法によって嚢胞の全

く消失した例は,'歯根嚢胞3例,液胞性歯嚢胞10

例の計13例であった｡ また開窓,易はlを併用した

例は5例であった｡心筋硬墓の為に全易拙 手術が

不適とされた術後性頼部嚢胞の1例では,開窓療

法のみで経過をみた｡

考 察

顎口腔領域に発生する嚢胞は,病理組織学的,

発生学的所見および臨床所見をもとに,様々に分

類記載されており,本邦の記載には特別な基本的

差異はみられないが,欧米の書には,我が国で,

久保 (1927年)により報告,1933年に命名された

術後性頼部嚢胞 と言う記載 はなくて, ドイツで

Eigler(1954年)が,"Mukozeleninoperiertne

KieferhoehlenH,アメリカで Gregory,Shafer

(1958)が "Surgicalciliatedcystofmaxilla"

として発表して以来,それらしい所見の記載は,

上顎洞の疾患あるいは,嚢胞の項に散見される程

度である｡本嚢胞の分類上の振り扱いなどの点に

関しては,我が国でもなお検討の余地が残されて

いる問題と考えられるが,藤岡 (1962)は,その

成因から軟組織に生ずるものとしている｡見方を

変えれば,広義には,外傷性あるいは,停滞性のも

のとも言えようが,何れにせよ,顎骨自体に生ず

るものでない事は明らかである｡ 叉 keratocyst

をはじめ,その他の嚢胞に関しても分類的に問題

はあるが,我が国では,現在,石川 ･秋吉 (1969)

の成書における分類が多く使われており,我々も

これに従って既述の臨床統計的観察をもとに, と

くに下記の項目について,近年の諸報告と比較検

討した｡

発生頻度について

我が国における顎口腔領域の発生頻度を,伊藤

ら (1969),藤岡 ･大橋ら (1971),斎藤ら(1973)

の報告した,それぞれ東京医歯大,岩手医大,磨

応大歯科における嚢胞の内容を,表 ⅠⅤ のように

一括した｡但し,医歯大のは顎骨内の症例のみ,

岩手医大のは入院症例のみの報告 をもとにしたも

のである｡顎骨部に生じた嚢胞の発生頻度は,軟

組織のものに対して,本学では約6.7倍,慶大で

は約4.2倍,岩手医大の入院症例だけの場合にな

ると19倍ほどになっている｡顎骨嚢胞についてみ

ると,歯原性が多く,なかでも歯根嚢胞は,50.4

%-73.6%と圧倒的に多く,膿胞性歯嚢胞は,そ

の約与4-矧 こ相当し,表 ⅠⅤ のように顎骨嚢胞の

ll.5%-15.7% (平均14.1%),約夕子の発生頻度
となっている｡非歯原性顎骨嚢胞のなかでは,術

後性頼部嚢胞は,それぞれその83.3%;75.4%;

75.6%;52.3%と過半数以上を占め,顎骨嚢胞全

体からみると,歯根嚢胞の次に多く発生している

が,慶大 (歯)の報告では,液胞性歯嚢胞より少

ない｡何 れにせよ,本嚢胞の発生頻度 からみて

ち,臨床上看過できない問題である｡顔裂性嚢胞

は,慶大 (歯)の報告の他は,術後性嚢胞の大体

ii～}4の発生頻度となっている.軟組織における

嚢胞では,表 ⅠV に示すように粘液嚢胞がその大

半を占めており,更に本学,岩手医大,慶大の発

表内容をまとめてみると,下口唇部に生じたもの

は,54例,口底部のガマ腫が24例で,その他の部
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表 ⅠⅤ

23

新 大
(1974)

医 歯 大
(1969)

岩 手 医
(1971)

慶 大 (歯)
(1973)

A 顎骨部に生じた嚢胞 I 271 L 665 L 113 J 197

秦

B 軟組織に生じた嚢胞 1 40 L 不 明 1 6 1 46

紘 計 1 311 1 665 1 119 1 243

分にはごく少数しかみられていない｡つまり,下

口唇に次いで, 口腔底の粘液嚢胞の発生頻度がと

くに高いという結果を示している｡

次に,外国の報告と比較 する為に,ベルリン

自由大学顎口腔外科 における Heidemann.U.

(1962),RudolfVirchow-Krankenhaus顎外

科における Presting,L.(1967)および Braue-

nschweig 顎外科における Wonneberger,F.

(1968)の各報告を,Harnisch,H.(1971)の成書

から引用し,更に Schulte.W,(1965), デンマ

ークの Rnd,∫.(1969)および TheEastman

DentalHospital口腔外科における Killey,H.

C.& L W.Kay(1972)の各報告を,それぞれ

の記載内容から,あらためて石川 ･秋吉の分煩に

当てはめ表 Ⅴのように一括した｡ 同表中におけ

る,本邦のものは,前述の各報告のなかから術後

性頼部嚢胞を除外したものである｡顎骨癖胞のみ

の比較であり,彼我の報告症例数に相当な差はあ

るものの,各年間における症例数には平均して著

しい差異 はないようである｡歯原性嚢胞 の頻度
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表 Ⅴ

新 大
(1974)

A 顎 骨 部 嚢 胞

医薗大
(1969)
岩千医
(1971)幣 35'F(elia6ea2-n,n極 e

Wonne-
berger
(1968)

･ 歯 原 画(93.5芸子1(9..74i‡Z(85.｡妄?l(94.6完91(96.｡42号】(93.81i冒l(9iTi%2号】(97.5%)I(83当12三
661(25)
(85.22%)

ⅠⅠ 非 歯 原 性
(5.1差引(9.3遺言に14.6完号h5.4完?((3.6d冒l(6.1剥 (1.2%1号I(..8%)巨62?8射 (ll.24%8冒

1) 裂隙性嚢胞

2) そ の 他 ･3･7%…l(15･3227d(6･6%≡I(3･2%…Z(3･6隼 3%…l(1･2dSI(o･8%)

14(1)
(3.8%)

11

ⅠⅠⅠ不明顎骨嚢胞

集 計 期 間 卜68-,721･61-･67t,65-,701,67-,721,53-,60t '44-'63I'52-'651'55-'67I'59-'70

※ ( )内はKeretocyst.

をみると, ドイツの Heidemann,Schulte,

Presting,Wonnebergerの報告では,本邦と大

差はないが, 多少高い傾向がうかがえ,デンマー

クの Rndらの報告とはほぼ同様の傾向が,英国

の Killey-Kayの報告と比すると,やや本邦に多

い傾向がみられる｡歯根嚢胞では,本邦の各報告

は, ドイツ, デンマ-クのそれ より少ないよう

で,英国の報告よりはやや多い傾向である｡膿胞

性歯櫨胞では, ドイツ,デンマークの報告より一

般に多く,英国のそれとは, ほぼ同様な頻度であ

る｡また歯根嚢胞との比率をみると,本邦の報告

では, 既述のように液胞性歯嚢胞 は, その約を4
-ケiの頻度であるが,外国では表 V のように,

KilleyKayの報告が,本邦のに近い比率を示し

ているほかは,約}4-兄2である｡ その他の報告

をみると,Harnisch(1971)の成書に引用されて

いる諸報告によれば,一般に ドイツでは歯根嚢胞

に対して液胞性歯嚢胞の発生頻度 は,本邦 のに

比 して何れも著しく少ないが,Toller(1967),

Fi'ckling(1965)の報告は,本邦のそれよりやや

多く,Pindborg(1962),Rud&Pinborg(1969)

のは的}4,Hjorting-Hansen(1969)のは約1/2.5
と著しく多くなっており,北欧の報告では,滝胞

性歯嚢胞の歯根嚢胞に対する発生比率は一般に ド

イツに比してやや高いようである｡

非歯原性嚢胞では,年間頻度からみると,本邦

のは, ドイツ,デンマークの報告より多く,英国

のよりはやや少ない傾向であるが,医歯大の報告

では余 り変わらない｡ それらのうち彼我ともに,

顔裂性嚢胞が大多数を占める点は同じである｡

年令 ･性別について

年令について, 当教室のほ既述のように10才以

下の幼若年層および61才以上の高令者には, 当然

ながら少なく11-60才の層に圧倒的に多い点は諸

報告と同様である｡各嚢胞群における年令的関係

にも,諸報告ととくに変わった点はないが,歯根

嚢胞についてみると, 当教室のほ21才-30才に最

も発生頻度が高いが,既述の Prestingのは,40

-49才が最高で, 叉残留性嚢胞では50-59才に最
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も多かったと報告している｡性別についても,請

報告とほぼ同じ傾向であって,歯根嚢胞,膿胞性

歯嚢胞ともに, 男性 :女性は,117:84と男性に

多かったが,歯根嚢胞については,Harnischに

引用されているドイツの諸報告でも, ほとんど差

はないと言われているが,女性にやや多いと言う

報告もあり,Killey-Kay(1966)の報告では歯根

嚢胞,櫨胞性歯嚢胞,残留性嚢胞 ともにしてそれ

ら顎骨嚢胞は147:237と,女性にかなり多かった

点が注目された｡ なお軟組織 における嚢胞のう

ち, ガマ腫,類表皮嚢胞は,男性 :女性-3:13

と女性に著しく頻度が高く,高橋ら(1952),石川

･秋吉 (1969),斎藤ら (1973)の報告と同様で興

味深い｡

ま と め

25

3. 発症部位については,歯根嚢胞では,上顎

119例,下顎43例 ;上顎側 ･中切歯に起因するも

の80.6%;下顎第 1大臼歯36% の順 であった｡

残留嚢胞でも上顎前歯部が,約半数を占め最も多

かった｡液胞性歯嚢胞では,上顎 :下顎-2:1

で,上顎正中部過剰歯に由来するものが約半数に

近かった｡術後性頼部嚢胞では左右ほぼ同様であ

った｡ 粘液嚢胞では,下口唇,舌下部に生じたも

のが30例で圧倒的に多かった｡

4. 主訴について

歯根嚢胞,膿胞性歯嚢胞 ともに,腫脹 が47.9

%,52%と最も多く,ついで疹痛,歯科治療時Ⅹ

線像による偶然の発見等であった｡術後性頼部嚢

胞では,頬眼窟下部の腫脹,疹痛が54.4%, つい

で歯肉腫脹が17.4%であった｡本論文の要旨は,

第18回日本口腔外科学会にて報告した｡

昭和43年1月～昭和47年12月の5年間に,新潟

大学歯学部口腔外科で処置された嚢胞311例につ

いて,石川 ･秋吉の分類をもとに,既述の臨床統

計的観察と共に,若干の考察を加え,以下のよう

に要約した｡

1. 各嚢胞の発生頻度

顎骨嚢胞は271例87･1%;軟組織嚢胞40例12･9

% であった｡顎骨嚢胞 のうち,歯原性 は202例

74.5%,非歯原性は66例24.4%で, また歯根嚢胞

が最も多く162例59.8%,次いで術後性頬部嚢胞

55例20.8%,劇 包性歯嚢胞39例14･4%,歯原性か

香か不明な顎骨嚢胞は3例 1･1%であった｡軟組

職嚢胞では,粘液嚢胞が37例で最も多かった｡

2. 年令 ･性別について

20才台に最も多く22.1%を占め,30才台がこれ

に次ぎ,40才台および10才台が, ほぼ同数でそれ

らに続いていた｡歯原性嚢胞は,ll-30才に最も

多 く, ついで31才-40才,41-50才の順 であっ

た｡顔裂性は,21-30才に,術後性頼部嚢胞は31

-ノ40才に最も多かった｡

粘液嚢胞は,20才以下に最も多かった｡性別で

は,男性172例,女性139例でやや男性に多く,罪

骨嚢胞でも同様であったが,軟組織におけるガマ

鮭および類表皮嚢胞では, とくに女性に著しく多

か った｡
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